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関根：「私たちの仕事の内容を挙げてみよう！」

宮崎：「やっぱり本の貸し出しだよね。」

梶山：「新聞の切り替えとか、蛍光灯の取替えかな

…。」

松本：「書架整理や戸締りもあるよね～。」

小川：「パソコンの管理もあるじゃん！」

関根：「うちらさ、始まった頃どんな感じだったか

な？」

小川：「８ヶ月前か－。慣れていなかったし、手間

取っていたかも…。」

松本：「でもさ、初めから仕事がしやすい環境だった

し、緊張とかしないでバイトができたよね。」

関根：「確かに雰囲気いいよね－。」

宮崎：「すぐ慣れるし、仕事も手早くなったよね。」

関根：「一緒に仕事をするNPOの人の印象はどうか

な？」

松本：「普段話さない世代の人と話せるのが、貴重だ

と思うよ。」

梶山：「活発な人が多いよね。教師以外の大人だか

ら、生徒じゃなくて一人の人として接してく

れるし、考え方を学べたと思うよ。」

関根：「このバイトをやってよかったことってあ

る？」

小川：「書架整理をやっていたおかげで、調べたい本

がどこにあるのかがすぐに分かるようになっ

たし。これって卒研のときにも使えるしね！」

梶山：「書庫とか、学生の希望図書とか、普段気がつ

かないサービスを利用できる事を知ったよ。」

宮崎：「確かに。書庫は知らなかったよね～。」

関根：「みんな、テスト期間はどんな感じだった？」

梶山：「カウンターの中の机を使えるから図書館が

混んでいても勉強できたよ（笑）。」

小川：「支障はないよね。ずっと図書館にいるから、

むしろ勉強できるよ。」

関根：「勉強しているのにアルバイト扱いになって

て、なんか申し訳なかったなぁ…。」

関根：「最後の質問いくよ～。今後高専の図書館がど

んな風になったらいいと思う？」

松本：「バイトするまで気がつかなかったけど、意外

にいい設備が整っているよね。もっとみんな

に知ってもらえるようにするのがいいと思う

よ。」

梶山：「図書館のあまり人が入らないところにも、い

い本はいっぱいあると思うんだ。定期的にカ

ウンター前の通路を利用して、プチ展示会を

したらどうかなぁ？例えば、今月は百科事典、

来月は天文関係とか…。」

関根：「それいいね！」

小川：「興味がある所か、レポートの課題のある棚に

しか入ったことがない人には、いい本を知る

チャンスになるよね。一度も入ったことがな

い棚とかあったりして！」

松本：「あ、そう！土日うるさい時があったよ。テス

ト期間もかなりマナーが悪いよね。他の人や

一般の方にすごく迷惑をかけてしまっている

から、もっと静かな図書館になってほしい

な。」

宮崎：「図書館がやっているときにはブックポスト

じゃなくてカウンターに返してほしいな。あ

と、本が元の場所に帰っていない事があって、

書架整理が大変な時もあるよ。本は元の場所

に戻してほしいよ～。」
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